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　簡易音声表記について、広母音は a、［ ］は u、［ ］は sj、［ ］［ ］は zj、［ ］











　おじ　　　　おい- の　　  もう　　暮らしている　  人- の　　　 複 N- の　　おった-って
おじ、おいが、暮らしている人たちがいたそうだ。
budasja-nu　　na:-juba:　　ssansjuga,　　miui-nu　　na:-ja　　madi-ti.
　おじ- の　　　　 名- をば　　　 知らぬが　　　 おい- の　　　 名- は　　マディ-って
おじの名前はわからないが、おいの名前はマディと（言った）。
　nna　　unu　　miui-ja　　uja-mai　　mma-mai　　ne:n　　munu-nu-du,
　間投　　 その　　 おい- は　　　  父- も　　　　 母- も　　　   ない　　　もの- の- ぞ
そのおいは父親も母親もなく、
budasja-zki-u　　sji:　　ki:,　　kurasji:　　buri　　uk　　do:ri-u　　sji:-du,
　おじ- 付き ５- を　　  し　　   き　　　暮らし　　　おり　　おく　　推N- を　　 し- ぞ
おじの家で暮らしていたようで、
aru　　tuk i ,　　budasja:　　mme　　paru-nke:-tinu　　sjugar-ba　　sji:,
ある　 　 　とき　 　　 おじ- は　　　もう６　　　  畑- へ- との　　　　 恰好- ば　　　　 し
あるとき、おじが畑支度をして、
sumizu:,　　tiri-nka７,　　ippai　　mme　　m:nu,　　izji:,　　[xxx]　　madi-n,　　katamisjitti:,




　おじ- は　　　 もう　　　 牛- 小１０ - に　　　  乗り　　　なさって１１
おじは牛に乗りなさって、
us-kara　　utir　　munu:ba:　　pso:-du　　ssa:　　madi-ti,　　tu:zuki:　　mme,
　牛- から　落ちる　　 もの- をば　　　 拾い- ぞ　　 しろ　　マディ-って　言いつけ  　  もう
「牛から落ちるものは拾うんだよ、マディ」と言いつけて、
unu　　budasja:　　mo:ka:-n　　naitui,　　aruki　　wa:ri　　uk　　do:ri-u　　sji-du,
その　　おじ- は　　　前の方- に　  なって１２　　  歩き　   なさり　 おく　 推 N- を　　し- ぞ
そのおじは先になって、歩きなさったようで、
kunu　　made:　　mme,　　aruk-ke:na　　unu　　sumizu:ba:　　m:na　　nara-ga　　fe:tti:,
　この　マディ- は　  もう　 　  歩き- ながら　 その　　 お昼- をば　　 みな　　 自分- が　  食べて
このマディは、歩きながらお昼を全部食べて、
kundo:　　mme,　　us-nu,　　fsju:　　mari:　　utsubadu,
　今度は　　　もう　　　牛- の　　　 糞- を　　まって　　  落とすので
今度は、牛が糞をして落とすので、
　uru:　　pse:-ja　　izjiizji,　　sji:　　mme,　　sumiz-tu　　junu　　munu:　　mme,
それ - を　拾い- は　　入れ入れ　　 し　　 もう　　　お昼- と　　   同じ　   もの- を　　  もう
それを拾っては（籠に）入れていって、お昼と同じように、
　fta:　　  ffi:,　　muttui　　mme,　　idi　　 uk　　do:ri-u　　sji:-du,
ふた- は　　閉じ　　持って　　 もう　　　出　　おく　　推N- を　　  し- ぞ
ふたを閉じて持っていて、（畑に）出たそうで、
azzja-n　　uckitti:　　mme,　　paro:　　sji:,




　食事- の　　(̃ する ) 時間　　なった- やら　　　何- がやら　　し　　　もう
食事の時間（に）なったか何かで、
munu　　fa:-ti:　　　　azzja-nke:　　　wa:ri　　　uk　　do:ri-u　　sji:du,
　もの　　食べよう-って　　  畔- へ　　　いらっしゃり　　おく　  推 N- を　　 し- ぞ
お昼（を）食べようと（おじが）畔へいらっしゃったようで、
sumizu:　　muti　　ku:　　fa:zuba　　　　madi-ti:,　　sji:　　mme,
お昼- を　　持って　 来い　食おうので１３　   マディ-って　 し　　 もう
「お昼を持っておいで、食べるから、マディ」と言って、
unu　　madi-ga,　　sumiz-ti:nu　　muti:　　ki:　　turassu　　munu-nu,
その　　 マディ- が　　　お昼-っての　　  持ち　　　 き　　   取らす　　　 もの- の
そのマディがお昼と持ってきて渡したものの（中には）、
us-nu　　fsju-baka:i　　　ippai-u　　sji:,　　[xxx]
　牛- の　　　糞- ばかり　　   いっぱい- を　　し　　
牛の糞ばかりいっぱい入っていて、[XX]
nubasji-nu　　　ba:=ga-ti　　　madi:-nke:　  subadu,　　made:,
　どのような　　場合 =か-って　　 マディ- へ　　　したら　　　マディ- は
「（これは）どういうことだ」とマディへ聞くと、マディは、
buda-wa,　us-kara　　utir　　munu:ba　　psai-ti:　　wa:rtari:-du,　　　nara:,







　何- の　　 　 芋- をば　　　自分- が　　 　ゼンブ　　　 食って
なんと、芋は自分が全部食べて（しまった）。
budasja:　　mme,　　unu　　madi-nke:　　basjazzji:,
　おじ- は　　　  もう　 　　その　　　マディ- へ　　　　怒り
おじはもう、このマディを怒って、
mme　　nu:-nke:-mai-du　　munu　　i:n=na-ti:　　mme　　sjaku:　　sji:,
　もう　　　　何- へ- も- ぞ　　　　  もの　　言う =な-って　　 もう　　　癪？- を　　 し
「もうこいつには何も言わない」１４と腹を立てて、
ja:-nke:　　mme,　　wa:ri:,　　　　buritti-du　　mata,　　unu　　atu-n
　 家- へ　　　もう　 いらっしゃり　　    いて- ぞ　　　 また　　  その　  　後- に
家へ帰られた、（そして）またその後で、
uri　　pirru　　　　are:　　ku-ti:,　　　pirra　　　　piki:　　iki:,













間投　　   大波- の- ぞ　　    もう　　   三回　　    四回　　 き　　
「ああ、大波が三回、四回（寄せて）きて [XX]、
nara-ga　　are:　　bur-badu　　ansji:　　　tiri-nka-kara　　　kakazzji:,
 自分- が　　　洗い　　　おったら　　そのように　　　籠- 中に- から　　掻き出すので
自分が洗っているとそのように籠の中からさらってしまって
mme　　nagasji:,　　sutitti:　　k i :-ti:nu　　do:re:　　sji:,






　この　　　おじ- は　　　  どうしても　　これ- を　　お仕置きし　捨てなければ　　大事-って
このおじはどうしてもこれを始末しなければ１５大変だと
uru:ba:　　mme,　　fkuru-nka　　muti　　sji:-du,　　ka:-nke　　utusji:　　stir-ti:,










そこ- に　　　入り　　　もの- を　　  食って- ぞ　 　間投　   置き　    落とし   　捨てられていて
そこに入って食事をして、（袋は道に）捨て置かれていて、
mic i -nu　　azja-n,　　uckitti:　　mme,　　fe:　　bur　　ke:-du,
　道- の　　    畔- に　　    おいて　　  もう　　  食べ　   おる　   うちに- ぞ
道の畔において、食事をしている間に、
mata,　　ptu-nu　　mme:　　uma-kara　　ark-ke:na　　ure　　nu:=ga-ti　　i :-taka:,






あなた- は　 どうして- か　そのように　 それ- 中に　 　　入り　　　　おる- か　　マディ-って　　  言ったら
「おまえはどうしてそんなふうに、それに入っているのか、マディ」と言うと、
mipagima:ru:　　sji:　　uk-badu　　nara　　ur-nka,　　jobo:-ba　　sji:　　kaffi　　bur-ti:,




そう = な-って　　それなら　　自分- を　　　 交代し　　　 くれない =な-って　　  すると
「そうか」と、「それなら、私を｛note. と｝、交代してくれないかと」（その人が）言うと、
junumunu,　　va-ga-dam　　kinnu　　pazzji:tui,　　ko:taisji:　　kumari　　wa:ri-tika:,
　よろしい　　あなた- が- さえ　着物- を　　はずして　　　交代し　　　入り　　　なさったら
「いいですよ、あなたさえ着物を脱いで交代して入ってくださるなら」
we:　　unu,　　i :tar　　be:-ja,　　kinna　　pazzjitti:　　mme
間投　　その　　言った　 　者- は　    　着物- は　　  脱いで　　　　もう
（それで）その（交代してくれと）言った人は、着物を脱いで、
nara-ga　　fkuru-nu　　fucu:　　mme　　akirba,
　自分- の　　　  袋- の　　　　口- を　　　もう　　開けるので
自分から袋の口を開けたので、
nunditti　　mme　　ko:tai-ba　　sji:　　uru:,　　kumitti:,
　出て　　　　もう　　　交代- ば　　　　し　  　それ- を　　こめて
（マディは）出て交代をして、その人を（袋に）押し込めて、
mata,　　fkuru-nu　　fucu:ba　　marakitti:,
　また　　　　袋- の　　　 口- をば　　　　縛って
また、袋の口を縛って、
mme　　unu　　made:,　　kinna　　mme　　muttui,　　pingi:,　　bur　　ke:-du
















　私- は　　　マディ　　COP否 = よ　　COP否-って　　　しても- ぞ　　　　もう
「私はマディではないよ！違う！」と言っても、
　　va:,　　banu:-du　　sukasji:　　bur-ti-du　　[xxx]　　madi-ti:-du　　[xxx],
  あなた- は　  私- を- ぞ　　　 だまし　 　おる-って- ぞ　　　　　    マディ-って- ぞ　　
「お前は私をだましている」と、[XX]「（お前は）マディ（だ）」と [XX]、
 iki:　　utusji:　　bur,　　utusjitti:,　　nara:　　mme　　ja:-nke:　　iktai-ti:.







着物- は　　 もう　　　   抱えて　　　　 き
着物を抱えて（戻って）来て、
agai,　　buda　　va-ga　　mmepi,　　sjuku-nke:　　utusji:　　wa:ri:　　uktaka:






もう　　　自分- は　　来る　　COP否 =な１８-って　　し- ぞ
もう自分は（そのまま）来ているんですよ」と言って、
unu　　budasja:　　mme,　　ma:nti=na-ti:,　　sji:　　mme
その　　　おじは　　　 もう　　 　本当 =な-って　   　し　　　その
そのおじは、「本当か」と、言って、
　atika:　　　nara-u,　　iki:　　urasji:　　mi:ru-ti:　　sji:　　mme,







　　袋- 中に- へ　　　　  自分- が　　　入るので　　　　もう　　　　担ぎ　 　　いき
袋に自分から入ったから、（マディはそれを）担いでいって、
mme,　　ka:-ka-nke:１９　　budasja-u　　[xxx]　　mme,　　tivvi　　　ikitti:,

































１６　唇歯接近音 [ υ ] のように聞こえる。狭めの度合いが小さいことが考えられる。
１７　[ka:-kha-nke:] のように帯気音で聞こえる。
１８　動詞のいわゆる終止形とaran=naの組み合わせで、ここでは聞き手に対し、発話者の意図とは異なる結果となってい
ることを責める表現となる。
１９　注１７に同じ。
付記
　高橋先生の後任としてこの４月に着任し、早９ヶ月が経ちました。手探りの日々の
中、琉球語あるいは琉球方言学における先生のご尽力、ご功績に圧倒されつつ、沖縄
で琉球語学に携わるものの責任の大きさを実感しております。
　学恩に心から感謝申し上げるとともに、高橋先生の今後ますますのご活躍を期待申
し上げます。
